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t)Camock下地(d)完成
⑩背面部朽損箇所の補修
後補であるセメントの除去を行った。
蝶型を朽損箇所に挿入して補強した。
補修箇所にCamockを盛り付け成形し、表面を整えた。
Cam"k下地を施し、黒漆で金箔を貼って古色に仕上げた。
台座は、Khi-si・Camock等で成形後、Nam-hangを塗って古色に仕上げ
た。
蕊→→→
(b)mli-si成形t)Camock下地(d)完成(a)修理前
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［考察］
NO25の破損状況を見るに、全体に亘り朽損と劣化が激しく、今までの情報
で修復ができるかどうか不安があった。しかし情報の収集には、現場での仕
事が重要で、今回も作業の中から数々の発見があった。
この仏像には、後補の修復跡があり、残念ながらセメントであったため除
去したが、そのために修理方法の確立におおいに役立った。まずKhi-si
の使用方法であるが、調査中の仏像スクラップの中に、黒い棚旨の塊を見つ
けた。またラオス・スタッフからも、修復材料としてmli-si･mli-khang等
の名前は聞いていたので、セメントの除去跡に使用を試みた。他の仏像では
破損箇所の成形に､日本から持参したエポキシ系木工パテを使用していたが、
ラオス古来の材料が使用可能となると、大いに進展があったと言えよう。こ
の場合Khi-siに若干の工夫（麻布やポサーを混入した）を加えた事により、
強度と粘度が増し、Khi-siの使用が可能になった。今後、さらに混入する材
料を工夫して､日本から持参した材料に代わるものとして使用してゆきたい。
他に、この修理においてPathaiphetの使用を考えた。Pathaiphetは一見
セメントに似ていて、使用方法も建築に使われることが多く、以前はあらゆ
る所で使用されていた。身近では寺院の須弥壇などに使われており、当然仏
像も作られていたので､修復にセメントを使ったことは､Pathaiphetからセ
メントへの過渡期においては、当然だったのかもしれない。残念ながら漆と
の相性が悪く、今のところ木彫の仏像にはむかない。しかし、仏像制作にお
いては、大変魅力的な材料である。各寺院の中央にある大仏は、セメントと
思われているが、古い仏像もかなりあることから、金色にペンキで塗られた
仏像の中にはPathaiphetの仏像が存在する可能性が考えられる。いずれに
しても、修復材料としての可能性を考慮し、今後もPathaiphetの調査研究
を行っていきたい。
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6.終わりに
まず4年間（2001年～2004年）のプロジェクトが無事終了した事に対し
て、関係団体・諸氏に心からお礼を言いたい。
このプロジェクトを始めるにあたり始めに予備調査（2001年2月）を行
った。その時点ではユネスコが行っている、ラオス世界遺産サバイバルプロ
ジェクトのほんの一部でも手伝う事ができれば良いと考えていたが、いざ始
めてみると仏像の多さを前に途方にくれた。しかしながら、ラオス側スタッ
フの熱意と、身延山大学・学生の努力で、35ヶ寺の仏像調査、WtVixom
の7体の仏像が修復できたことは、たいへん素晴らしい事だと思う。
その多くが木彫であったが、これはラオスにとって幸運なことだったと思
っている。おそらく近隣諸国においても相当数の木彫仏像が制作されたと思
うが、戦火等で消失してしまい、我々の知る限りでは、ルアンパバーン近辺
だけになってしまったと思う。残念ながら現在これらの仏像は、寺院内に無
造作に置かれており、湿度や紫外線、動物や昆虫による損傷が進み、早急な
対策を迫られている。最も心配されるのは人間による盗難で、観光化が進む
今､深刻な問題になっている｡世界遺産への指定は大変素晴らしいことだが、
その反面現地において貧富の差や急激な生活の変化をもたらし､心の荒廃が、
かつては考えられなかった仏像の盗難などにつながっていったのだと思う。
また、修復を進めるにしたがい問題になったのが、仏像の制作方法におけ
る情報の少なさである。これは、近世の政治形態の激変や、ベトナム戦争に
よる仏教文化の伝承に空白ができてしまった事によるものであるが、仏像や
その他文化財が残っている限りは復元できると信じている。ただし多方面の
協力が必要で、我々の成果がそのきっかけになる事を願う。
今後の課題としては、学術的な機関の充実であろう。現在、ラオスにおい
ては大学が一校しか存在せず、仏教文化に関する学科は無いと聞いている。
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今回、重要な問題である仏像の制作年代比定には、ごく稀に見られる仏像台
座の銘文の解読が必要で、それを行うには、どうしても現地の研究機関での
調査・研究が必要である。更に、仏像の成分分析・保存等の研究も必要にな
ると思われる。仏像修復の技術者の育成にもこのような機関が必要である。
残念ながら経済的理由から実現していないが、近い将来、多くの人々の協力
により必ずや実現するであろう。
プロジェクトの活動を終えて、数々の課題が残った。まず仏像調査表であ
るが総数から言って詳細な調査は行えなかった。今後は我々の調査表に基づ
いて､時間をかけてより本格的に仏像個々の調査が行われる事を提案したい。
仏像制作方法の調査・研究としては、更なる継続は当然であるが、特に
Pathaiphet像･塑像等はラオス独特の仏像だと思われる。今後の研究の方向
を示す仏像となるだろう。
仏像修復の技術者の育成については、大学での学科の新設が必要だが、と
りあえず今回は僧侶の参加があった。この活動を広げて行くことが重要なこ
とだと考えるので、これからも大いに参加を求めたい。このような活動の積
み重ねを綴った、調査と修復に関するテキストの作成も必要であろう。
あまり行えなかった仏像の調査･研究としては､制作年代の特定とラオス・
ラーンサーン様式の確立とがある。近隣諸国の仏像との比較を行い、今後明
らかにする必要があると思われる。これはラオスにおいて大変重要なことだ
と考える。
あまり良くないことばかり書いてきたが､多くのラオスの人々は信仰深く、
実に心豊かな民族である。かつて、インドシナの地でラオスは素晴らしい文
化を持った偉大な民族だった｡多くの仏像が無言の内にそれを物語っている。
激動の世界情勢の中で、ラオスの樹申を失わないためには、この誇りが必要
であろう。
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